
参
考
資
料

4-
1 

ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
参
考
文
献
 

項
目
 

N
P
O
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
 

－
N
P
O
法
人
の
地
域
的
分
布
と
そ
の
規
定
要
因
－
 

N
P
O
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
 

－
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
－
 

著
者
な
ど
 

西
出
・
埴
淵
（
「
日
本
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
」
山
内
直
人
・
伊
吹
英
子
編
所
収
）
 

石
田
（
「
日
本
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
」
山
内
直
人
・
伊
吹
英
子
編
所
収
）
 

①
論

文
に

お
け

る
ソ

ー
シ

ャ
ル

キ
ャ

ピ
タ

ル
指

標

の
考
え
方
 

S
C
の

形
成

に
重

要
な

役
割

が
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
N
P
O
，

そ
の

中
で

も
特

に
N
P
O
法

人
に

着
目

し

て
い
る
．
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

の
活

発
さ

の
差

異
に

ソ
ー

シ
ャ

ル
キ

ャ
ピ

タ
ル

の
強

さ
が

影
響

し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
を
検
証
し
よ
う
と
し
て
い
る
．
 

②
ソ

ー
シ

ャ
ル

キ
ャ

ピ
タ

ル
指
標
の
作
成
方
法

 

N
P
O
法
人
の
地
域
的
分
布
を
，
初
め
て
独
自
に
集
計
し
た
全
国
の
市
町
村
単
位
の
デ
ー
タ
を
用
い

て
行

う
こ

と
に

よ
り

，
都

道
府

県
単

位
の

分
析

で
は

捉
え

ら
れ

な
い

地
域

差
と

そ
の

要
因

を
解

明
し
て
い
る
．
 

ソ
ー
シ

ャ
ル

キ
ャ
ピ
タ

ル
の

代
理
変
数

と
考

え
う
る
指

数
（

内
閣
府
2
0
0
3
）
と
N
P
O
法
人

数
（
西
出
・
埴
淵

2
0
0
5
）
を
用
い
て
計
量
分
析
の
手
法
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
影
響

を
検
証
し
て
い
る
．
 

③
地
域
特
性
（
安
全
性
，
持
続

可
能
性
等
）
と
の
関
連
性
 

特
に

，
一

人
当

た
り

課
税

対
象

所
得

が
最

も
大

き
い

標
準

偏
回

帰
係

数
を

示
し

て
お

り
，

地
域

の
経
済
的
豊
か
さ
と
N
P
O
，
あ
る
い
は
市
民
活
動
の
豊
か
さ
と
の
関
係
が
市
町
村
単
位
に
お
い
て

は
み

ら
れ

る
．

ま
た

，
昼

間
人

口
比

率
が

次
に

大
き

な
値

を
示

し
て

お
り

，
様

々
の

都
市

機
能

の
存
在
が
N
P
O
法
人
の
運
営
や
活
動
に
お
い
て
資
源
と
な
っ
て
い
る
．
一
方
，
製
造
業
従
業
者
率

は
唯
一
負
の
値
で
あ
り
，
サ
ー
ビ
ス
業
的
な
N
P
O
活
動
に
不
向
き
な
地
域
と
し
て
の
性
格
も
考
え

ら
れ

る
が

，
た

と
え

ば
企

業
城

下
町

や
大

企
業

の
工

場
が

多
数

あ
る

よ
う

な
工

業
都

市
で

は
，

N
P
O
と

代
替

関
係

に
あ

る
何

ら
か

の
組

織
や

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
存

在
し

て
い

る
可

能
性

も
考

え

ら
れ
る
．
 

変
数
一
覧
  

項
目

 
変

数
名

 

従
属
変
数

 
-
 

・
人
口
当

た
り

N
P
O
法

人
数

 

人
口
構
成

 
・

年
少

人
口

率
 

・
老

年
人

口
率

 

・
外

国
人

人
口

率
 

居
住
・
消

費
 

・
総
移
動

率
 

・
昼

間
人

口
比

率
 

・
一

人
当

た
り

課
税

対
象

所
得

 

就
業
・
産

業
 

・
完

全
失

業
率

 

・
製

造
業

従
業

者
率

 

・
サ

ー
ビ

ス
業

従
業

者
率

 

社
会

 
・

人
口

当
た

り
公

民
館

数
 

・
人

口
当

た
り

刑
法

犯
認

知
件

数
 

・
ご

み
の

リ
サ

イ
ク

ル
率

 

独
立
変
数

 

行
政

 
・

財
政

力
指

数
 

・
N
PO
支
援
条

例
 

・
首

都
ダ

ミ
ー

 

・
県

都
ダ

ミ
ー

 
 

最
終
的
に

t
値
を
も
と
に
統
計
的
に
有
意
で
な
い
説
明
変
数
を
除
い
た
モ
デ
ル
で
あ
る

t
値
・
モ
デ

ル
で
残
っ
た
説
明
変
数
は
，
15

歳
未
満
人
口
比
率
・
県
民
所
得
・
完
全
失
業
率
・
公
民
館
数
・
ソ
ー

シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
指
標
で
あ
る
．
 

15
歳
未
満
人
口
比
率
は
正
で
あ
り
，
15

歳
未
満
の
人
が
多
い
ほ
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加

率
が
高
ま
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
．
県
民
所
得
は
負
で
あ
り
，
所
得
が
高
い
ほ
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
減
少
す
る
こ
と
に
な
る
が
，
先
行
研
究
か
ら
予
測
さ
れ
た
結
果
と
は
反
対
で
あ
る
．
こ
れ
は
，

フ
ル
・
モ
デ
ル
で
は
金
融
資
産
が
正
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
県
民
所
得
の
よ
う
な
フ
ロ
ー
に
関
す
る
所

得
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
機
会
費
用
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
．
そ
の
他
，
完
全
失
業

率
は
負
で
あ
り
，
公
民
館
数
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
指
標
は
正
で
あ
る
．
 

 変
数
一
覧
 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
参
加
率
（
%）

・
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
指
標
 

・
千
人
当
た
り

NP
O
法
人
数
・
15

歳
未
満
人
口
比
率
 

・
65

歳
以
上
人
口
比
率
・
一
人
当
た
り
県
民
所
得
（
百
万
円
）
 

・
一
人
当
た
り
金
融
資
産
（
千
円
）
・
完
全
失
業
率
（
%）

 

・
有
効
求
人
倍
率
・
一
世
帯
当
た
り
人
員
数
 

・
持
ち
家
比
率
（
%）

・
一
世
帯
当
た
り
教
育
費
（
千
円
）
 

・
一
人
当
た
り
福
祉
関
連
財
政
歳
出
額
（
千
円
）
・
千
人
当
た
り
公
民
館
数
 

 

④
ソ

ー
シ

ャ
ル

キ
ャ

ピ
タ

ル
指
標
の
課
題
 

従
属

変
数

と
な

る
人

口
当

た
り

N
P
O
法

人
数

が
，

必
ず

し
も

地
域

の
N
P
O
数

を
正

確
に

反
映

し
て

い
な

い
．

S
C
の

構
成

要
素

と
言

わ
れ

る
信

頼
・

規
範

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

直
接

的
に

示
す

変
数

を
市
町
村
単
位
で
は
得
に
く
い
．
 

留
意
す
べ
き
問
題
点
と
し
て
，
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
定
義
の
問
題
（
計
測
の
困
難
さ
）
と
ソ
ー
シ

ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
定
義
の
問
題
が
あ
げ
ら
れ
る
．
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項
目

 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
 

ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
地
域
文
化
力
 

－
社

会
教
育

調
査
報
告
書
な
ど
に
み
る
市
民
の
府
県
別
文
化
行
動
－
 

N
P
O
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル

 

－
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
教
育
に
与
え
る
影
響
－
 

著
者
な

ど
 

冨
田

（「
日

本
の

ソ
ー

シ
ャ

ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
」
山
内
直
人
・
伊
吹
英
子
編
所
収
）
 

冨
田
（「

日
本
の

ソ
ー

シ
ャ

ル
・

キ
ャ

ピ
タ

ル
」

山
内

直
人

・
伊

吹
英

子
編

所
収

）
 

①
論

文
に

お
け

る
ソ

ー

シ
ャ

ル
キ

ャ
ピ

タ
ル

指
標

の
考
え

方
 

文
化

会
館
・
文
化

ホ
ー

ル
に

市
民
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
を
都
道
府
県

毎
に

定
量
的

に
整

理
し

て
い
こ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
．
 

ソ
ー

シ
ャ

ル
キ

ャ
ピ

タ
ル

と
教

育
に

は
色

々
な

関
係

が
あ

る
が

，
ソ

ー
シ

ャ
ル

キ

ャ
ピ

タ
ル

が
教

育
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

に
与

え
る

影
響

を
見

る
た

め
に

，
教

育
パ

フ

ォ
ー
マ

ン
ス

の
ひ

と
つ

の
代

理
変

数
と

し
て

，
不

登
校

率
を

扱
う

．
 

②
ソ

ー
シ

ャ
ル

キ
ャ

ピ

タ
ル

指
標

の
作

成
方

法
 

公
表

さ
れ

て
い

る
文

化
ホ

ー
ル

や
図

書
館

な
ど

の
地

域
の

文
化

施
設

に
関

わ
る

市

民
の
文
化
行
動
に
関
す
る
指
数
に
つ
い
て
，
主
に
「
平
成
1
4
年
度
社
会
教
育
調
査
報

告
書

」
な

ど
の
デ

ー
タ

か
ら
，
都
道
府
県
別
指
数
を
用
い
た
府
県
別
地
域
特
性
に
つ

い
て

，
内

閣
府

国
民

生
活
局
（
2
0
0
3
）
「
ソ
ー
シ
ャ

ル
キ
ャ
ピ
タ
ル

」
に
み
る
「

ソ

ー
シ

ャ
ル
キ

ャ
ピ

タ
ル

指
数
」
と
「
市
民
活
動
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
」（

山
内
20
0
4b
）
の

相
関

を
考
え

て
い

る
．

 

地
域
社
会
を
一
つ
の
教
育
環
境
と
し
て
捉
え
，
子
供
の
不
登
校
問
題
と
各
地
域
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
指
数
の
相
関
を
分
析
し
，
各
地
域
に
お
け
る
教
育
力
の
格
差
を
，
実
証
分
析

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
．
 

③
地
域
特
性
（
安
全
性
，
持

続
可
能
性
等
）
と
の
関
連
性

デ
ー

タ
か

ら
は

数
値

比
較

に
よ

っ
て

府
県

毎
の

特
性

と
全

国
的

な
傾

向
を

し
め

し

て
い

る
が

，
市
民

活
動

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
で
高
位
に
あ
る
沖
縄
県
，
熊
本
県
は
文
化
施

設
参

加
指
数

と
は

逆
の

傾
向
を
示
し
て
い
る
．
ま
た
，
都
市
の
文
化
装
置
と
し
て
の

文
化

会
館
・
公
民

館
な

ど
の
参
加
者
指
数
の
高
い
府
県
が
，
県
民
所
得
が
高
位
に
あ

る
と

は
限
ら

な
か

っ
た

．
 

 指
数

一
覧

 

・
公

民
館
文

化
事

業
参

加
割
合
 

・
府

県
別
文

化
会

館
参

加
割
合
 

・
文

化
会
館

・
公

民
館

の
参
加
比
較
 

・
文
化
会
館
自
主
公
演
事
業
（
1
5
年
文
化
消
費
額
，
1
5
年
文
化
投
資
額
）
 

・
文

化
会
館

自
主

公
演

（
公
演
回
数
，
収
支
比
率
）
 

・
カ

ル
チ
ャ

ー
セ

ン
タ

ー
（
受
講
人
口
比
率
）
 

・
図
書
館
（
図
書
館
数
，
1
人
あ
た
り
貸
し
出
し
冊
数
，
図
書
回
転
数
）
 

・
市

民
活
動

イ
ン

デ
ッ

ク
ス
 

・
ソ

ー
シ
ャ

ル
キ

ャ
ピ

タ
ル
指
数

 

付
き

合
い

・
交

流
と

社
会

参
加

は
不

登
校

率
と

負
の

相
関

が
あ

り
，

信
頼

と
不

登

校
率

の
関

係
は

統
計

的
に

有
意

な
結

果
は

得
ら

れ
な

か
っ

た
が

，
付

き
合

い
・

交

流
，
社
会
参
加
，
信
頼
の
3
つ
の
指
数
の
平
均
値
の
総
合
指
数
は
不
登
校
率
と
負
の

相
関
が

み
と

め
ら

れ
た

．
 

 使
用
デ

ー
タ

 

ケ
ー

ス
 

説
明

変
数

 

統
合
指
数
で

説
明

 
・

統
合

指
数

 

付
き
合
い
・

交
流

指
数

で
説

明
 

・
付

き
合

い
指
数

信
頼
指
数
で

説
明

 
・

信
頼

指
数

 

社
会
参
加
指

数
で

説
明

 
・
社

会
参

加
指
数

・
学

校
内
暴

力
 

 

④
ソ

ー
シ

ャ
ル

キ
ャ

ピ

タ
ル

指
標
の

課
題

 

府
県
内
の
個
別
・
地
域
ご
と
の
市
民
と
文
化
装
置
と
の
関
わ
り
だ
け
で
は
な
く
，
さ
ら
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
祭
り
や
伝
統
的
な
芸
能
な
ど
へ
の
寄
付
性
向
や
文
化
特
性
を
把
握
す
る
こ

と
で
，
相
関
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
．
 

特
に
記

述
な

し
．

 

た
だ
し
，
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
指
数
に
お
い
て
は
，
サ
ン
プ
ル
数
が
少
な
い
，
説
明
変

数
の
間
に
相
関
が
あ
る
と
い
っ
た
こ
と
が
言
及
さ
れ
て
い
る
．
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項
目

 
Ｎ

Ｐ
Ｏ
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
 

－
少

子
高
齢

化
社

会
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
果
た
す
機
能
－
 

N
P
O
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル

 

－
人

口
・
世

帯
・

居
住

の
形

態
か

ら
計

量
さ

れ
る

 

内
部

結
束
型

ソ
ー

シ
ャ

ル
キ

ャ
ピ

タ
ル

－
 

著
者
な

ど
 

坂
東
（「

日
本
の

ソ
ー

シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
」
山
内
直
人
・
伊
吹
英
子
編
所
収
）

吉
岡
（「

日
本
の

ソ
ー

シ
ャ

ル
・
キ

ャ
ピ

タ
ル
」
山

内
直

人
・
伊

吹
英

子
編

所
収

） 

①
論

文
に

お
け

る
ソ

ー

シ
ャ

ル
キ

ャ
ピ

タ
ル

指
標

の
考
え

方
 

S
C
が

豊
か

な
地

域
で

は
高

齢
者
の
健
康
上

の
問
題
が
緩
和

さ
れ
，
社
会
参

加
が

拡
大

す
る

と
い

う
こ

と
と

，
出
生
率
は

S
C
の
水
準
の
高
い

地
域
ほ
ど
高
く

な
る

と
い

う
こ
と

の
検

証
を

し
て
い
る
．
 

結
束
型

S
C
に
お

け
る

，
住

民
の

基
本

情
報

で
あ

る
人

口
・

世
帯

・
居

住
の

形
態

と
い
っ
た

指
標
か
ら
，

S
C
を
ど
れ
く
ら
い

説
明
で
き
る
か

の
分
析
を
行
い

，
S
C

の
計
量
可
能

な
部

分
を

実
証

的
に

明
ら

か
に

す
る

．
 

②
ソ

ー
シ

ャ
ル

キ
ャ

ピ

タ
ル

指
標

の
作

成
方

法
 

都
道

府
県

の
ク

ロ
ス

セ
ク

シ
ョ

ン
デ

ー
タ

を
用

い
て

OL
S
に

よ
る

回
帰

分
析

を

行
う

．
 

人
口
の
急
激
に
増
加
し
た
地
域
は

SC
が
低
下
す
る
・
多
世
代
同
居
率
の
高
い
地
域
は

SC

が
厚
い
・
核
家
族
世
帯
率
の
高
い
地
域
は

SC
が
薄
い
・
住
宅
延
べ
床
面
積
の
高
い
地
域

は
SC

が
厚
い
・
持
ち
家
率
の
高
い
地
域
は

SC
が
厚
い
と
い
う
５
つ
の
仮
定
を
も
と
に
，

被
説
明
変
数
を
刑
法
犯
認
知
率
，
住
民
基
本
情
報
デ
ー
タ
と
刑
法
犯
認
知
率
関
連
変
数

を
説
明
変
数
と
し
て

OL
S
を
用
い
た
計
量
分
析
を
行
う
．
 

③
地
域
特
性
（
安
全
性
，
持

続
可
能
性
等
）
と
の
関
連
性

S
C
の

水
準

が
高

ま
る

ほ
ど

，
都
道
府
県
別

の
6
5
歳
以
上
高

齢
者
ス
ポ
ー
ツ

行
動

者
率

に
つ

い
て

も
，

合
計

特
殊
出
生
率
に

つ
い
て
も
そ
の

水
準
が
高
ま
る

こ
と

が
わ

か
っ
た

．
 

 変
数

一
覧

 

・
合

計
特
殊

出
生

率
 

・
6
5
歳
以
上
ス
ポ
ー
ツ
行
動
者
率

 

・
1
人
当
た
り
県
民
所
得
 

・
老

年
人
口

指
数

 

・
婚

姻
率

 

・
核

家
族
世

帯
割

合
 

・
1
0
万
人
当
た
り
保
育
所
数
 

・
1
0
万
人
当
た
り
N
P
O
法
人
数
 

・
近
所
づ
き
あ
い
の
程
度
 

 

そ
の
影
響

は
わ

ず
か

で
は

あ
る

が
，

人
口

増
加

は
S
C
を

減
少

さ
せ

る
．

多
世

代

同
居
率
が

高
く
て
も

S
C
は

減
少
す
る
．
核

家
族
世
帯
率
が

高
い
地
域
は

S
C
が
減

少
す
る
．

持
ち

家
に

住
む

一
世

帯
あ

た
り

延
べ

面
積

は
S
C
に

は
ほ

と
ん

ど
影

響

を
与
え
な
い
．
持
ち
家
率
が
高
い
地
域
は
S
C
が
厚
く
な
る
．
 

こ
れ
ら
の

結
果

は
都

市
化

が
S
C
を

減
少

さ
せ

る
と

い
う

文
脈

を
支

持
す

る
も

の

で
あ
り
，

元
々

想
像

に
難

く
な

い
が

，
国

勢
調

査
か

ら
得

ら
れ

る
こ

れ
ら

基
本

情
報
の
み

で
，

各
市

町
村

の
S
C
を

相
対

的
に

把
握

で
き

る
こ

と
を

示
し

た
こ

と

は
，
あ
る

程
度

の
政

策
的

な
イ

ン
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
含

ん
で

い
る

と
考

え
ら

れ
る
．
 

変
数
一
覧
 

被
説
明

変
数

 
説

明
変

数
 

人
口

増
加
率

 

平
均

世
帯
人

員
 

三
世

代
同
居

率
 

核
家

族
世
帯

率
 

持
ち

家
率

 

第
３

次
産
業

率
 

刑
法
犯
認
知

率
 

高
齢

世
帯
率

 

④
ソ

ー
シ

ャ
ル

キ
ャ

ピ

タ
ル

指
標
の

課
題

 

65
歳
以
上
高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
行
動
者
率
が
，
地
域
社
会
の
高
齢
者
の
健
康
問
題
改
善

と
社
会
活
動
に
対
す
る
積
極
的
な
参
加
を
表
す
指
標
と
し
て
適
切
で
あ
る
か
ど
う
か
は

検
討
の
余
地
が
あ
る
．
 

都
市
化
と
同
時
に
過
疎
化
が

SC
の
減
少
を
招
い
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
 

項
目

 
Ｎ

Ｐ
Ｏ
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
 

政
治

・
行
政

と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
計
量
分
析
 

―
投

票
参
加

，
ソ

ー
シ

ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
，
そ
し
て
シ
ビ
ッ
ク
・
パ
ワ
ー
へ
－

N
P
O
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル

 

－
ソ

ー
シ
ャ

ル
キ

ャ
ピ

タ
ル

と
経

済
成

長
－
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著
者
な

ど
 

坂
本
（「

日
本
の

ソ
ー

シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
」
山
内
直
人
・
伊
吹
英
子
編
所
収
）

小
川
（「

日
本
の

ソ
ー

シ
ャ

ル
・

キ
ャ

ピ
タ

ル
」

山
内

直
人

・
伊

吹
英

子
編

所
収
）
 

①
論

文
に

お
け

る
ソ

ー

シ
ャ

ル
キ

ャ
ピ

タ
ル

指
標

の
考
え

方
 

日
本

の
都

道
府

県
な

い
し

は
市
町
村
を
単

位
と
す
る
集
計

デ
ー
タ
を
用
い

て
，

投
票

参
加

と
ソ

ー
シ

ャ
ル

キ
ャ
ピ
タ
ル
の

関
係
，
お
よ
び

地
方
政
治
・
行

政
と

ソ
ー

シ
ャ
ル

キ
ャ

ピ
タ

ル
の
関
係
を
計
量
分
析
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
．
 

ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
，
経
済
産
業
，
と
り
わ
け
地
域
経
済
に
及
ぼ
す
効
果
に
つ
い
て

分
析
す
る
．
 

②
ソ

ー
シ

ャ
ル

キ
ャ

ピ

タ
ル

指
標

の
作

成
方

法
 

地
域
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
高
く
な
れ
ば
，
そ
の
地
域
の
投
票
参
加
は
高
ま

る
・
地
域
の
政
治
・
行
政
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
規
定
す
る
の
は
，
そ
の
地
域
の
ソ
ー
シ

ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
度
合
い
で
は
な
く
政
治
・
行
政
に
よ
り
直
接
的
に
働
き
か
け
る
市

民
の
力
を
示
す
シ
ビ
ッ
ク
・
パ
ワ
ー
の
度
合
い
で
あ
る
と
い
う
２
つ
の
仮
定
を
も
と
に
，

OL
S
回
帰
分
析
を
行
う
．
 

ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
代
理
変
数
を
説
明
変
数
に
回
帰
分
析
を
行
う
こ
と
で
，
ソ
ー
シ

ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
経
済
に
及
ぼ
す
効
果
を
分
析
す
る
．
 

③
地
域
特
性
（
安
全
性
，
持

続
可
能
性
等
）
と
の
関
連
性

地
域

の
ソ

ー
シ

ャ
ル

キ
ャ

ピ
タ
ル
，
と
り

わ
け
集
団
参
加

と
互
酬
性
の
規

範
が

高
ま

れ
ば

，
そ

の
地

域
の

投
票
参
加
は
高

ま
る
こ
と
，
そ

し
て
地
域
の
政

治
・

行
政

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
を

規
定
す
る
の
は

，
ソ
ー
シ
ャ
ル

キ
ャ
ピ
タ
ル
そ

の
も

の
で

は
な

く
，

政
治

・
行

政
に
よ
り
直
接

的
に
働
き
か
け

る
市
民
の
力
を

示
す

シ
ビ

ッ
ク
・

パ
ワ

ー
で

あ
る
可
能
性
が
高
い
．
 

変
数

一
覧

 

被
説

明
変
数

 
説
明
変
数
 

ス
ポ
ー
ツ
・
趣
味
・
娯
楽
活
動
へ
の
参
加
 

一
般
的
信
頼
感
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
行
動
者
率
 

2
0
歳
代
対
有
権
者
比
率
 

1
票
の
重
さ
（
単
位
：
万
人
）
 

衆
院

選
小

選
挙

区
投

票
率

 

完
全
失
業
率
 

小
選
挙
区
投
票
率

 

1
0万

人
あ
た

り
N
PO
 

財
政
力
指
数
 

行
政

サ
ー
ビ

ス
度

 

経
常
収
支
比
率
 

小
選
挙
区
投
票
率

 

1
0万

人
あ
た

り
N
PO
 

市
区

議
会

女
性

議
員

比
率
（
都

道
府
県

集
計

値
）

 
人
口
集
中
地
区
人
口
比
率
 

 

阪
神

・
淡

路
大

震
災

の
前

後
で

ソ
ー

シ
ャ

ル
キ

ャ
ピ

タ
ル

が
経

済
に

及
ぼ

す
効

果

を
分

析
し

た
と

こ
ろ

，
都

道
府

県
レ

ベ
ル

の
分

析
に

お
い

て
，

そ
の

代
理

変
数

で

あ
る

投
票

率
は

有
意

性
を

見
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
が

，
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
行

動

率
に

つ
い

て
は

，
震

災
後

の
デ

ー
タ

に
よ

る
推

定
で

有
意

な
結

果
を

得
る

こ
と

が

で
き

た
．

ま
た

，
市

町
村

レ
ベ

ル
の

分
析

に
お

い
て

，
ソ

ー
シ

ャ
ル

キ
ャ

ピ
タ

ル

の
豊

か
な

地
域

は
，

事
業

の
存

続
が

よ
り

ス
ム

ー
ズ

に
図

ら
れ

て
い

る
一

方
で

，

新
規
の
開
業
は
進
み
に
く
い
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
．
一
方
，
N
P
O
法
人
数
は
，
新

し
い

市
民

活
動

と
い

う
点

か
ら

B
ri
d
gi
n
g
の

要
素

が
強

い
と

想
定

し
た

が
，

い
ず

れ
の
分
析
に

お
い

て
も

，
有

意
な

結
果

を
得

る
こ

と
は

で
き

な
か

っ
た

．
 

 代
理
変
数
一

覧
 

被
説
明

変
数

 
説

明
変

数
 

定
数

項
 

投
票

率
 

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
活

動
の

行
動

者
率

 

第
２

次
産
業

事
業

所
数

構
成

比
 

大
学

等
修
了

人
口

比
率

 

N
P
O
法
人
数
（
人
口
当
た
り
）
 

大
阪

府
ダ
ミ

ー
 

新
規
開
業
率

 

事
業
所
存
続

率
 

経
済
成
長
率

 

愛
知

県
ダ
ミ

ー
 

④
ソ

ー
シ

ャ
ル

キ
ャ

ピ

タ
ル

指
標
の

課
題

 

市
民
の
政
治
的
関
心
，
投
票
義
務
感
な
ど
の
政
治
心
理
的
変
数
の
把
握
・
分
析
と
，
ソ

ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
シ
ビ
ッ
ク
・
パ
ワ
ー
の
連
関
の
分
析
 

デ
ー
タ
の
制
約
か
ら
，
必
ず
し
も
十
分
な
結
果
に
至
っ
て
い
な
い
．
特
に
市
町
村
デ
ー
タ
を

用
い
た
分
析
で
は
，
十
分
な
デ
ー
タ
を
組
み
入
れ
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
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項
目

 
Ｎ

Ｐ
Ｏ
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
 

－
I
T
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
形
成
に
与
え
る
影
響
－
 

N
P
O
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル

 

－
環

境
・
ま

ち
づ

く
り

と
ソ

ー
シ

ャ
ル

キ
ャ

ピ
タ

ル
・

地
域

力
－

 

著
者
な

ど
 

林
（
「
日

本
の
ソ

ー
シ

ャ
ル

・
キ
ャ
ピ
タ
ル
」
山
内
直
人
・
伊
吹
英
子
編
所
収
）

河
上
（「

日
本
の

ソ
ー

シ
ャ

ル
・

キ
ャ

ピ
タ

ル
」

山
内

直
人

・
伊

吹
英

子
編

所
収
）
 

①
論

文
に

お
け

る
ソ

ー

シ
ャ

ル
キ

ャ
ピ

タ
ル

指
標

の
考
え

方
 

本
当
に
I
T
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
形
成
を
促
し
て
い
る
か
．

 
ま

ち
づ

く
り

を
担

う
環

境
NP
O
と

ソ
ー

シ
ャ

ル
キ

ャ
ピ

タ
ル

の
関

係
性

を
導

出
す

る
．
 

②
ソ

ー
シ

ャ
ル

キ
ャ

ピ

タ
ル

指
標

の
作

成
方

法
 

世
帯
の

IT
普
及
度
は

NP
O
法
人
数
の
増
加
に
正
の
影
響
を
与
え
る
と
い
う
仮
定
の
も

と
，
市
区
レ
ベ
ル
の
デ
ー
タ
を
用
い
た
最
小
二
乗
法
に
よ
る
推
定
に
よ
り
，
仮
説
を
検

証
す
る
．
 

本
研
究
で
仮
定
し
た
環
境

NP
O・

NP
O
法
人
数
・
地
縁
組
織
の
関
係
を
概
観
し
，
地
理
的
分

布
を
規
定
す
る
要
因
に
つ
い
て
主
成
分
分
析
を
行
い
，
導
出
し
た
こ
れ
ら
の
主
成
分
を
説
明

変
数
と
し
重
回
帰
分
析
を
実
施
す
る
．
 

③
地
域
特
性
（
安
全
性
，
持

続
可
能
性
等
）
と
の
関
連
性

世
帯

の
IT

普
及

度
は

NP
O
法

人
数

の
増

加
に

正
の

影
響

を
与

え
る

こ
と

が
確

認

さ
れ

た
が

，
I
T
普

及
度

と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ

ャ
ピ
タ
ル
の
内

生
性
の
問
題
は

解
決

で
き

て
い
な

い
．

 

 変
数

一
覧

 

被
説

明
変
数

 
説
明
変
数
 

情
報
化
政
策
 

第
一

次
産

業
就

業
者

数
/
第

三
次

産
業

就
業

者

数
 

第
二

次
産

業
就

業
者

数
/
第

三
次

産
業

就
業

者

数
 

完
全
失
業
者
数
/
労
働
力
人
口
 

N
P
O
法
人
数
/（

N
P
O
法
人

数
+
第

三
次

産
業

事
業

所
数

）
 

雇
用
者
数
/
完
全
失
業
者
数
 

情
報
化
政
策
 

N
P
O
法
人
数
/
総
人
口
 

第
二

次
産

業
就

業
者

数
/
第

三
次

産
業

就
業

者

数
 

 

環
境

NP
O
・

NP
O
・

地
縁

組
織

の
多

寡
は

そ
れ

ぞ
れ

，
社

会
活

動
度

・
市

街
地

環
境

度
，

都
市

化
度

，
高

齢
化

度
・

経
済

自
立

度
・

市
街

地
環

境
度

の
蓄

積
に

影
響

さ

れ
る

．
こ

の
結
果

，
NP
O・

地
縁

組
織

が
活

発
に

活
動

で
き

る
よ

う
な

ソ
ー

シ
ャ

ル

キ
ャ

ピ
タ

ル
が

蓄
積

す
る

地
域

で
は

，
開

発
・

環
境

・
ま

ち
づ

く
り

に
対

す
る

地

域
力
が
高
く
，
環
境
N
P
O
は
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
影
響
を
与
え
て
い
な
い
．
つ
ま

り
，

地
域

の
問

題
解

決
，

公
共

財
の

計
画

・
管

理
・

運
営

，
自

治
の

推
進

と
い

う
よ

り

も
，

任
意

活
動

を
通

じ
て

，
統

計
上

に
現

れ
て

こ
な

い
身

近
な

環
境

保
全

活
動

な

ど
で
大
き
な

役
割

を
果

た
し

て
い

る
可

能
性

が
高

い
．

 

 変
数
一
覧
 

被
説

明
変
数

 
説

明
変

数
 

都
市

化
度

 

高
齢

化
度

 

自
然

環
境
度

 

経
済

的
自
立

度
 

産
業

の
自
立

度
 

社
会

活
動
度

 

市
街

地
環
境

度
 

居
住

環
境
度

 

地
域

安
心
度

 

環
境
NP
O数

 

一
般
N
P
O
 

地
縁
組
織
 

環
境

良
好
度

 
 

④
ソ

ー
シ

ャ
ル

キ
ャ

ピ

タ
ル

指
標
の

課
題

 

今
回
用
い
た
情
報
化
政
策
の
代
理
変
数
は
次
善
の
手
段
で
あ
り
，
こ
れ
に
代
わ
る
市
区

レ
ベ
ル
で
の
世
帯
間

IT
普
及
度
の
デ
ー
タ
整
備
が
望
ま
れ
る
．
ま
た
，
今
回
被
説
明
変

数
に

NP
O
法
人
数
を
用
い
た
が
，
よ
り
踏
み
込
ん
だ
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
定
義

が
望
ま
れ
る
．
 

ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
明
確
な
概
念
定
義
と
指
標
化
を
め
ざ
し
，
そ
の
枠
組
み
に
基
づ

い
た
政
策
的
有
効
性
を
計
測
的
に
検
証
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
．
 

 

項
目

 
Ｎ

Ｐ
Ｏ
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
 

－
ソ

ー
シ
ャ

ル
キ

ャ
ピ
タ
ル
形
成
に
お
け
る
女
性
の
役
割
－
 

ソ
ー

シ
ャ
ル

キ
ャ

ピ
タ

ル
の

経
済

的
影

響
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著
者
な

ど
 

西
出
（「

日
本
の

ソ
ー

シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
」
山
内
直
人
・
伊
吹
英
子
編
所
収
）

大
守
（「

ソ
ー
シ

ャ
ル
・
キ

ャ
ピ

タ
ル

 
～

現
代

経
済

社
会

の
ガ

バ
ナ

ン
ス

の
基

礎
～
」
宮
川
公
男

・
大

守
隆

編
所

収
）

 

①
論

文
に

お
け

る
ソ

ー

シ
ャ

ル
キ

ャ
ピ

タ
ル

指
標

の
考
え

方
 

男
女

に
よ

っ
て

S
C
の

形
態

や
程
度
が
異
な

っ
て
お
り
，
地

域
差
も
あ
り
，

こ
う

し
た

差
が

地
域

に
お

け
る

SC
の

蓄
積

に
影

響
を

与
え

る
と

い
う

考
え

に
基

づ

き
，

既
存
の

デ
ー

タ
を

比
較
分
析
す
る
．
 

行
動
と
し
て
観
察
可
能
な
も
の
を
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル

V
と
し
，
そ
の
背
景
に
あ

る
動
機
な
ど
，
直
接
的
に
観
測
し
に
く
い
も
の
を
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル

U
と
す
る
．

本
章
で
は
，
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル

U
と
経
済
と
の
関
係
，
と
く
に
，
経
済
へ
の
影

響
に
つ
い
て
も
視
野
に
入
れ
る
．
 

②
ソ

ー
シ

ャ
ル

キ
ャ

ピ

タ
ル

指
標

の
作

成
方

法
 

男
女

に
よ

る
S
C
の

形
態

の
差
異
や
地
域
差

を
測
定
す
る
た

め
，
S
C
の
構
成

要
素

で
あ

る
信

頼
・

規
範

・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
，

そ
し
て
価
値
観

や
地
域
に
対
す

る
認

識
に

関
す
る

デ
ー

タ
を

用
い
る
．

 

世
界
価
値
観
調
査
・
全
米
総
合
社
会
調
査
・
米
国
国
政
選
挙
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
，
信

頼
に
関
す
る
最
も
長
期
に
わ
た
る
時
系
列
デ
ー
タ
，
す
な
わ
ち
，
信
頼
度
指
標
と
の
相

関
を
分
析
し
て
い
る
．
 

③
地
域
特
性
（
安
全
性
，
持

続
可
能
性
等
）
と
の
関
連
性

自
治

体
に

お
け

る
男

女
参

画
施

策
も

制
度

面
に

お
い

て
は

進
ん

で
き
た

が
，
そ

の
実
態
は
か
な
り
の
地
域
差
が
あ
る
こ

と
が

わ
か
っ

た
．
ま

た
，
女
性
の
起
業
活
動
は
年
々
活
発
化

し
て

お
り

，
女
性

の
起

業
の
促
進
や
そ
の
規
定
要
因
を
探
る

こ
と

も
期
待

さ
れ

る
．

 

女
性

の
社
会

的
参

加
が

高
い
か
ら
と
い
っ
て
，
女
性
だ
け
を

対
象

に
し
た

政
策

を
と

る
の
で
は
な
く
，
男
女
平
等
を
原
則

と
し

，
違
い

を
認

め
な

が
ら
，
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
伸
ば
す

よ
う

な
政
策

や
，
女

性
に
焦
点
を
当
て
る
と
と
も
に
男
性
に

対
す

る
取
り

組
み

も
重

要
で
あ
る
．
 

 デ
ー

タ
一
覧

 

・
日
本
総
合
研
究
所
（
2
0
0
3
）
 

・
2
0
0
1
年
の
社
会
生
活
基
本
調
査

 

・
日
本
N
P
O
セ
ン
タ
ー
（
w
e
b
s
i
t
e
）

 

・
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
（
we
bs
it
e）

 

分
析
の
結
果
と
し
て
，
ソ
ー
シ
ャ

ル
キ

ャ
ピ

タ
ル

に
つ

い
て

以
下

の
示

唆
が

示
さ

れ
て

い
る

．
 

・
契
約
や
訴
訟
の
コ
ス
ト
を
削
減

す
る
．・

資
源

の
動

学
的

配
分

を
効

率
化

す
る

う
え

で
必

要
な

情

報
交
換
を
促
進
す
る
．・

特
に
信

頼
や

共
有

さ
れ

た
価

値
観
・
理

解
な

ど
が

，
建

設
的

な
交

渉
を

可
能

に
す

る
．
・

準
秘

密
情

報
の

交
換

を
通

じ
て

ビ
ジ

ネ
ス

・
チ

ャ
ン

ス
を

拡
大

す
る

．
・

産
業

構
造

に
影

響
を

与
え

る
．
・

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

外
部

性
の

メ
リ

ッ
ト

を
活

用
し

や
す

く
す

る
．
・

良

好
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ

ル
は

そ
れ

自
身

の
蓄

積
を

促
進

す
る

．・
公

共
施
設

や
公

共
サ

ー
ビ

ス
の
経
営
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ

す
．・

ソ
ー
シ

ャ
ル

キ
ャ

ピ
タ

ル
が

健
全

で
あ

れ
ば

，
政
府
は

よ
り

効
率

的
に

活
動

で
き

る
．
・

人
的

資
本

の
蓄

積
と

前
向

き
な

挑
戦

を
促

進
す

る
．
・

企
業

の

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
重
要
な
役
割

を
果

た
し

得
る

．・
地

域
社

会
を
個

性
的

な
も

の
に

し
，
そ

れ
が
ビ

ジ
ネ

ス
・

チ
ャ

ン
ス

や
地

域
文

化
の

創
出

に
つ

な
が

り
得

る
．
・

社
会

的
消

費
を

促
進

す
る

．
・

貯
蓄

率
に

影
響

を
与

え
る

．
・

企
業

の
清

算
価

値
と

存
続

価
値

の
差

を
拡

大
す

る
要

因
に

な

る
．・

ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル

の
非

経
済

的
な

便
益

は
財

政
赤

字
の

削
減

に
貢

献
す

る
可

能
性

が
あ

る
．
・

地
価

に
影

響
を

与
え

る
．
・

地
域

経
済

の
自

律
度

を
高

め
，

地
域

の
所

得
水

準
を

高

め
る
効
果
を
も
ち
得
る
．
 

変
数
一
覧
 

被
説
明
変
数
 

説
明

変
数

 

情
報

コ
ス
ト

の
削

減
 

市
民

的
成
熟

 

信
頼
度
指
標
 

非
経

済
的
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

の
重

要
性

 

④
ソ

ー
シ

ャ
ル

キ
ャ

ピ

タ
ル

指
標
の

課
題

 
SC

の
多
寡
が
異
な
る
の
で
は
な
く
，
あ
く
ま
で

SC
の
性
質
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
を

（
Le
on
ar
d 
an
d 
On
yx
 2
00
4）

留
意
す
る
必
要
も
あ
る
．
 

一
般
的
に
相
関
分
析
で
は
因
果
関
係
を
検
証
で
き
な
い
．
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と

い
う
概
念
が
集
団
に
関
す
る
概
念
の
た
め
複
雑
で
あ
る
．
 

  

項
目

 
知
識
社
会
に
お
け
る
信
頼
 

ソ
ー

シ
ャ
ル

キ
ャ

ピ
タ

ル
と

情
報

通
信

技
術

 
－

社
会

的
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
は

広
げ
ら

れ
る

の
か

強
め

ら
れ

る
の

か
 

著
者
な

ど
 

エ
リ

ッ
ク
・
M・

ア
ス

レ
イ
ナ
ー
（
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
 

～
現
代
経
済
社
会
の
ガ

バ
ナ

ン
ス
の

基
礎

～
」

宮
川
公
男
・
大
守
隆
編
所
収
）
 

大
守

（
「

ソ
ー

シ
ャ

ル
・

キ
ャ

ピ
タ

ル
 

～
現

代
経

済
社

会
の

ガ
バ

ナ
ン

ス
の

基
礎
～

」
宮

川
公

男
・

大
守

隆
編

所
収

）
 

①
論

文
に

お
け

る
ソ

ー

シ
ャ

ル
キ

ャ
ピ

タ
ル

信
頼

度
指
標

を
基

に
し

た
各
変
数
の
分
析
．
 

標
準

的
な
社

会
・
人

口
学

的
因
子

と
と

も
に

，
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
利

用
，

お
よ

び
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

回
線

上
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

と
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
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指
標
の

考
え

方
 

テ
ィ

の
双

方
に

対
す

る
行

動
と

態
度

に
関

し
て

多
岐

に
わ

た
る

項
目

に

つ
い

て
調
べ

た
．

 

②
ソ

ー
シ

ャ
ル

キ
ャ

ピ

タ
ル

指
標

の
作

成
方

法
 

世
界

価
値
観

調
査
・
全

米
総
合
社
会
調
査
・
米
国
国
政
選
挙
調
査
・
国
際
社
会
調
査
プ
ロ
グ

ラ
ム

か
ら
得

ら
れ

た
，

信
頼
に
関
す
る
最
も
長
期
に
わ
た
る
時
系
列
デ
ー
タ
，
す
な
わ
ち
，

信
頼

度
指
標

と
の

相
関

を
分
析
し
て
い
る
．
 

通
常

の
最

小
2
乗

回
帰

モ
デ

ル
を

適
用

し
，

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

接
合

機

能
と

結
束

機
能

の
経

験
に

対
し

て
異

な
る

集
団

へ
の

接
触

が
及

ぼ
す

影

響
に

つ
い
て

，
標

準
的

な
社

会
的

制
御

変
数

も
導

入
し

た
う

え
で

，
予
測

． 

③
地
域
特
性
（
安
全
性
，
持

続
可
能
性
等
）
と
の
関
連
性

分
析

の
結
果

と
し

て
以

下
の
示
唆
が
示
さ
れ
て
い
る
．
 

・
経

済
不
平

等
が

増
加

す
る
と
，
一
国
に
お
け
る
信
頼
度
が
減
少
す
る
（
旧
お
よ
び
現
共
産
主
義

国
を

除
く

）．
 

・
一

国
の
信

頼
度

が
高

ま
る
に
つ
れ
，
市
場
が
開
放
的
に
な
る
傾
向
が
あ
る
．
 

・
信

頼
度

の
高
い

国
は
，
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
も
進
ん
で
い
る
傾
向
が
あ
る
．・

信
頼
度
の

高
い

国
で

は
，
イ

ン

タ
ー

ネ
ッ
ト

の
利

用
者

が
多
い
．・

信
頼
度
の
高
い
国
で
は
，
経
済
成
長
率
が
高
い
．・

信
頼
度

の
高

い
国

で
は

，
1

人
当

た
り

の
教

育
支

出
が

多
い

．
・

信
頼

度
の

高
い

国
で

は
，

富
裕

層
か

ら
貧

困
者

に
対

す
る

1
人

当
た

り
の

移
転

支
出

が
多

い
．
・

一
国

の
民

主
主

義
の

度
合

い
と

信
頼

度
と

の
間

に
は

，
弱

い
相

関
関

係
し

か
な

い
．
・

様
々

な
国

に
お

け
る
信

頼
度

と
脱
物
質
主
義
的
価
値
観
と
の
間
に
は
弱
い
相
関
関
係
し
か
な
い
．・

一
国
に

お
け

る
ボ

ラ
ン

タ

リ
ー

団
体

加
入

率
の

度
合

い
と

経
済

成
長

率
と

の
間

に
は

明
確

な
相

関
関

係
は

な
い

（
旧

お
よ

び
現

共
産

主
義

国

を
除

く
）
．

 

変
数

一
覧

 

被
説
明
変
数
 

説
明
変
数
 

経
済
不
平
等
 

市
場
の
開
放
度
 

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
 

腐
敗
の
度
合
い
 

教
育
支
出
 

富
裕
層
か
ら
貧
困
層
へ
の
移
転
支
出
 

民
主
主
義
 

信
頼
度
指
標
 
 

脱
物
質
主
義
的
価
値
観
 

グ
ロ

ー
バ
リ

ゼ
ー

シ
ョ
ン
 

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
団
体
加
入
率
 

超
多
元
主
義
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
多
様
性
と
い
う

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
広
く
み
ら
れ
る
特
性
の
ゆ
え

に
，
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
へ
の
接
続
は
，
同
じ
志

向
で
，
特
定
の
信
条
，
趣
味
，
関
心
を
共
有
す
る
人
々

を
集
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．
同
様
に
重
要
な
の

は
，
多
く
の
様
々
な
異
な
る
集
団
に
参
加
す
る
こ
と

は
，
社
会
的
接
触
を
広
げ
，
異
な
る
民
族
，
階
級
，

世
代
の
集
団
と
の
つ
な
が
り
を
可
能
に
し
，
そ
れ
ゆ

え
ア
メ
リ
カ
社
会
の
多
様
性
を
拡
張
さ
せ
る
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
．
 

 デ
ー
タ
一
覧
 

・
結
束
機
能
に
関
す
る
回
帰
モ
デ
ル
（
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
利
用
が
ど
れ
だ
け
既
存
の
利
害
関
心
や

社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
か
）
 

・
接
合
機
能
に
関
す
る
回
帰
モ
デ
ル
（
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
利
用
が
日
ご
ろ
の
接
触
範
囲
の
社
会
的

多
様
性
を
ど
れ
だ
け
広
げ
る
か
）
 

④
ソ

ー
シ

ャ
ル

キ
ャ

ピ

タ
ル

指
標
の

課
題

 

信
頼
は
，
「
一
般
的
に
た
い
て
い
の
人
は
信
頼
で
き
る
と
思
い
ま
す
か
．
そ
れ
と
も
，
用
心
す
る
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
と
思
い

ま
す
か
？
」
と
い
う
「
標
準
的
な
」
質
問
に
よ
り
測
定
さ
れ
て
い
る
の
で
，
こ
の
質
問
に
は
論
議
も
あ
る
．
 

特
に
記
述
な
し
．
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